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人口センサスからみる
東アジアの社会大変動

●
ベ
ト
ナ
ム
人
口
セ
ン
サ
ス
の
特
徴

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
一
九
四
五
年
の
独

立
宣
言
以
降
も
一
九
七
五
年
ま
で
続
く

二
次
に
わ
た
る
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
に
よ

り
国
家
が
分
断
さ
れ
て
い
た
た
め
、
公

式
に
第
一
回
人
口
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ

れ
た
の
は
南
北
統
一
後
の
一
九
七
九
年

で
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
な
か
で

は
比
較
的
遅
い
部
類
に
入
る
と
い
え
よ

う
。

　

旧
北
ベ
ト
ナ
ム
政
権
下
で
は
一
九
六

〇
年
と
一
九
七
四
年
に
人
口
セ
ン
サ
ス

が
実
施
さ
れ
た
が
、
旧
南
ベ
ト
ナ
ム
で

は
、
そ
の
一
九
五
五
年
の
建
国
か
ら
一

九
七
五
年
の
国
家
消
滅
ま
で
の
間
に
、

人
口
セ
ン
サ
ス
は
一
度
も
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
。
第
二
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争

（
い
わ
ゆ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
）
の
末
期
、

南
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
徴
兵
に
も
苦
労
す
る

状
態
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
も
国
家
の
人
口
構
成
が
正
確
に
把

握
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
無
関
係

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
八
九
年
の
第
二
回
調
査
か
ら
住

宅
調
査
も
加
わ
り
、
一
九
九
九
年
の
第

三
回
調
査
か
ら
は
国
連
人
口
基
金
の
資

金
・
技
術
援
助
が
入
る
な
ど
、
調
査
の

内
容
は
国
際
的
な
基
準
に
沿
う
も
の
に

な
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
固
有
の
事
情
を

反
映
し
た
ふ
た
つ
の
特
徴
を
有
す
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
セ
ン
サ
ス
が
下
一
桁
九

の
年
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
下
一
桁
一
の
年
の
ベ
ト
ナ
ム
共

産
党
全
国
大
会
（
大
会
は
下
一
桁
一
の

年
と
六
の
年
の
五
年
ご
と
に
開
催
）
で

策
定
さ
れ
る
経
済
・
社
会
一
〇
カ
年
戦

略
に
人
口
セ
ン
サ
ス
結
果
を
反
映
さ
せ

る
た
め
で
あ
る
。

　

ふ
た
つ
め
の
特
徴
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国

籍
を
有
す
る
も
の
の
み
が
調
査
対
象
と

な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
（
そ
の
た
め
、

質
問
票
は
ベ
ト
ナ
ム
語
の
み
）。
人
口

セ
ン
サ
ス
は
あ
く
ま
で
も
ベ
ト
ナ
ム
国

民
の
状
況
を
把
握
し
国
家
の
政
策
策
定

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
情
報
収
集
作
業

で
あ
る
、
と
い
う
原
則
を
い
ま
だ
に
厳

密
に
守
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
の
第
四
回
調
査
で
加
え

ら
れ
た
大
き
な
変
更
点
は
、
人
為
的
な

入
力
ミ
ス
を
避
け
る
た
め
、
調
査
デ
ー

タ
を
調
査
員
が
キ
ー
ボ
ー
ド
で
打
ち
込

む
の
で
は
な
く
Ｉ
Ｃ
Ｒ
と
い
う
技
術
を

用
い
て
質
問
票
を
直
接
ス
キ
ャ
ン
す
る

方
式
を
採
用
し
た
こ
と
、
そ
し
て
並
行

し
て
行
わ
れ
る
標
本
調
査
の
標
本
サ
イ

ズ
が
第
三
回
調
査
の
五
％
か
ら
一
五
％

へ
と
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
調
査
に
は
前
回
の
二
五
万

人
を
上
回
る
三
〇
万
人
が
動
員
さ
れ
、

調
査
期
間
も
前
回
の
九
日
間
か
ら
二
〇

日
間
に
延
長
さ
れ
た
（
第
三
回
セ
ン
サ

ス
の
実
施
状
況
と
結
果
に
つ
い
て
は
参

考
文
献
①
を
参
照
の
こ
と
）。

　

さ
ら
に
、
第
四
回
調
査
か
ら
は
、
就

業
な
ど
に
関
す
る
定
義
を
「
過
去
一
二

カ
月
定
常
の
経
済
活
動
」
か
ら
国
際
基

準
に
合
わ
せ
て
「
過
去
七
日
間
の
経
済

活
動
」
へ
と
変
更
し
た
。
ま
た
、
障
害
、

死
因
、
妊
産
婦
死
亡
、
世
帯
内
の
設
備

に
関
す
る
新
た
な
質
問
項
目
が
加
わ
っ

た
。

　

な
お
、
書
籍
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い

る
第
四
回
調
査
の
結
果
は
、
ベ
ト
ナ
ム

統
計
総
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
全
数
調
査
の
結
果

は
“Com

pleted Report

”（
参
考
文

献
②
）、
標
本
調
査
の
結
果
と
全
数
調

査
お
よ
び
標
本
調
査
の
分
析
結
果
は

“Major Findings

”（
参
考
文
献
③
）

と
い
う
レ
ポ
ー
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ

れ
て
い
る
。

●
人
口
動
態
か
ら
み
る
「
大
変
動
」

　

で
は
、
二
〇
〇
九
年
の
第
四
回
調
査

結
果
を
中
心
に
、
人
口
セ
ン
サ
ス
で
明

ら
か
に
な
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
社
会
の
「
大

変
動
」
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
出
生
率
の
急
速

な
低
下
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
に
は

三
・
八
％
あ
っ
た
合
計
特
殊
出
生
率
は

二
〇
年
後
の
二
〇
〇
九
年
に
は
二
・
〇

三
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
年
平
均
の
人

口
増
加
率
は
一
九
七
九
～
八
九
年
の
一

〇
年
間
は
二
・
一
％
で
あ
っ
た
が
、
一

九
八
九
～
九
九
年
で
は
一
・
七
％
へ
と

既
に
低
下
に
転
じ
、
さ
ら
に
一
九
九
九

　
ベ
ト
ナ
ム

高
齢
化
と
都
市
化
の
兆
し

坂
田 

正
三
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～
二
〇
〇
九
年
で
は
一
・
二
％
に
ま
で

減
少
し
て
い
る
。
八
ペ
ー
ジ
の
図
を
み

て
分
か
る
と
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
口

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
富
士
山
型
か
ら
釣
鐘
型

を
経
る
こ
と
な
く
そ
の
裾
野
が
急
速
に

し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

　

出
生
率
の
低
下
は
、
大
雑
把
に
括
れ

ば
、
一
九
八
六
年
の
経
済
自
由
化
（
ド

イ
モ
イ
）
開
始
の
成
果
と
捉
え
ら
れ
る
。

ま
ず
は
、
ド
イ
モ
イ
開
始
以
降
そ
れ
ま

で
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
た
国
際
社
会

か
ら
の
開
発
援
助
が
再
開
さ
れ
、
国
際

機
関
な
ど
の
支
援
を
受
け
た
政
府
の
家

族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
規
模
に
実
施

さ
れ
た
こ
と
が
人
口
抑
制
の
大
き
な
要

因
と
な
っ
た
。
次
に
、
経
済
の
自
由
化

に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
国
家
丸
抱
え
で
低

コ
ス
ト
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
子
ど
も
の

教
育
に
か
か
る
負
担
を
個
々
の
世
帯
が

負
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
少
子
化
を

促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年
で
は
都

市
部
を
中
心
に
教
育
の
コ
ス
ト
そ
の
も

の
も
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
出
生
率
の
低
下
は
、
労
働
市

場
の
変
化
も
そ
の
要
因
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
農
業
の
生
産

性
向
上
に
よ
り
、
家
族
労
働
に
頼
る
農

家
世
帯
の
労
働
需
要
が
減
る
一
方
で
、

民
間
企
業
数
の
増
加
に
よ
り
、
非
農
業

部
門
の
雇
用
労
働
者
の
数
が
増
加
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
今
日
で
は
小
さ
な
頃

か
ら
子
ど
も
を
経
済
活
動
の
担
い
手
と

し
て
期
待
す
る
必
要
が
薄
れ
て
い
る
。

子
ど
も
を
持
つ
こ
と
の
経
済
的
な
意
味

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
の
一
九
九
〇
年
代
か
ら
始

ま
る
急
速
な
出
生
率
の
低
下
は
、
人
口

に
占
め
る
労
働
人
口
の
割
合
を
増
加
さ

せ
た
。
従
属
人
口
比
率
は
一
九
八
九
年

の
七
八
・
二
％
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
は

四
六
・
三
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
労
働
人
口
二
人
以
上
で
従
属

人
口
一
人
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。「
若
く
て
活
気
の
あ
る
国
」

と
し
て
労
働
集
約
型
の
外
資
企
業
を
ひ

き
つ
け
る
魅
力
の
源
泉
は
こ
の
人
口
構

成
に
あ
る
。

　

た
だ
し
、
少
子
高
齢
化
の
兆
し
は
既

に
み
え
始
め
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
の

老
齢
化
指
数
（aging index

―
―
一

五
歳
未
満
人
口
に
対
す
る
六
〇
歳
以
上

人
口
の
割
合
）
は
三
五
・
七
％
と
、
東

南
ア
ジ
ア
平
均
（
三
〇
％
）
を
上
回
っ

て
い
る
。
従
属
人
口
比
率
が
高
い
今
の

う
ち
に
い
か
に
次
世
代
の
た
め
の
教
育

や
社
会
保
障
制
度
を
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
か
が
今
後
の
課
題
と
な

る
。

　

ま
た
、
人
口
動
態
の
も
う
ひ
と
つ
の

大
き
な
特
徴
は
、
男
女
の
人
口
比
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
図
１
か
ら
分
か

る
と
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
五
〇
歳
代
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図１　人口の男女比率

（出所）　2009年人口センサスデータより筆者作成。

以
上
の
女
性
比
率
が
極
め
て
高
い
。
こ

れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
（
そ
の
多
く

が
男
性
か
ら
な
る
）
兵
士
の
命
が
多
数

奪
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
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四
〇
歳
代
か
ら
二
〇
歳
代
の
、
い
わ

ゆ
る
働
き
盛
り
の
世
代
で
は
、
都
市
部

と
農
村
部
で
全
く
異
な
る
傾
向
に
あ
り
、

都
市
部
で
は
女
性
の
比
率
が
高
く
、
農

村
部
で
は
男
性
の
比
率
が
高
い
。
こ
の

傾
向
に
は
多
数
の
要
因
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
農
村
か
ら
家
事

労
働
（
家
政
婦
な
ど
）
や
都
市
雑
業
に

従
事
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
多
数
の

女
性
労
働
者
を
雇
用
す
る
縫
製
業
な
ど

の
工
場
で
働
く
た
め
に
都
市
へ
出
稼
ぎ

に
出
る
女
性
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と

が
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
推
測

で
き
る
。

　

将
来
問
題
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
の

は
、
若
年
層
、
と
く
に
一
九
九
〇
年
代

半
ば
以
降
に
生
ま
れ
た
若
年
世
代
で
都

市
、
農
村
と
も
に
男
性
の
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
出
生
時
の

男
女
比
は
、
二
〇
〇
〇
年
で
女
児
一
〇

〇
人
に
対
し
男
児
一
〇
六
人
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
一
三
年
に
は
一
〇
〇
対
一
一

三
に
ま
で
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
労
働

傷
病
兵
社
会
省
と
保
健
省
の
発
表
に
よ

れ
ば
、
二
〇
五
〇
年
に
は
結
婚
で
き
な

い
男
性
が
二
三
〇
万
～
四
三
〇
万
人
に

達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
的
・
社

会
的
背
景
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
が
、

年
金
や
健
康
保
険
な
ど
の
社
会
保
障
制

度
の
未
整
備
に
よ
り
、
老
後
の
暮
ら
し

を
子
ど
も
（
伝
統
的
に
は
長
男
）
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
経
済
的
な
事

情
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
賃

金
の
男
女
格
差
が
大
き
い
こ
と
も
事
実

で
あ
り
、「
投
資
先
」
と
し
て
男
児
の

方
が
好
ま
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
Ｉ

Ｌ
Ｏ
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
三
年

時
点
で
女
性
の
労
働
者
の
平
均
賃
金
は

男
性
の
約
七
五
％
で
あ
る
。
ま
た
、
公

務
員
の
定
年
退
職
年
齢
も
男
性
六
〇
歳
、

女
性
五
五
歳
と
差
が
つ
い
た
ま
ま
で
あ

る
。

●
都
市
化
が
進
む
農
村

　

他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
べ
依
然

と
し
て
低
い
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
も
の
の
、

ベ
ト
ナ
ム
で
も
徐
々
に
都
市
人
口
比
率

が
高
ま
っ
て
い
る
。
一
九
八
九
年
に
一

九
・
四
％
で
あ
っ
た
都
市
人
口
比
率
は
、

一
九
九
九
年
に
は
二
三
・
七
％
、
二
〇

〇
九
年
に
は
二
九
・
六
％
ま
で
上
昇
し

て
い
る
。
都
市
人
口
は
一
〇
年
前
と
比

べ
約
七
三
六
万
人
増
加
し
て
い
る
。

　

都
市
人
口
比
率
の
増
加
は
、
意
外
に

も
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
が

主
た
る
原
因
で
は
な
い
。
人
口
移
動
に

よ
る
都
市
人
口
の
純
増
分
は
約
一
四
〇

万
人
で
あ
り
、
増
加
分
の
一
九
・
一
％

の
寄
与
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
残
り
は

都
市
部
の
人
口
の
自
然
増
と
農
村
が
都

市
に
転
換
し
た
こ
と
に
よ
る
都
市
人
口

の
増
加
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
出
生

率
そ
の
も
の
は
低
下
傾
向
に
あ
る
た
め
、

都
市
人
口
の
自
然
増
よ
り
も
農
村
が
都

市
化
し
た
こ
と
の
方
が
よ
り
大
き
く
都

市
人
口
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
人
口
増
加
に
と
も
な

い
、
末
端
レ
ベ
ル
の
行
政
単
位
が
人
口

お
よ
そ
一
万
人
程
度
に
な
る
よ
う
分
割

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
数
が
増
加
す
る
。

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
一
〇

年
間
で
、
末
端
レ
ベ
ル
の
行
政
単
位
は

六
〇
〇
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

農
村
に
あ
た
る
行
政
単
位
の
「
社
」

（xa

）
が
一
五
三
単
位
増
加
し
た
の
に

対
し
、
農
村
の
都
市
へ
の
行
政
単
位
の

ス
テ
ー
タ
ス
の
変
更
、
あ
る
い
は
分

割
・
合
併
を
と
も
な
う
都
市
行
政
単
位

の
誕
生
な
ど
で
増
加
し
た
都
市
に
あ
た

る
「
坊
」（phuong

）
あ
る
い
は
「
市

鎮
」（thi trang

）
の
数
は
、
農
村
の

増
加
数
の
三
倍
弱
の
四
四
七
単
位
に
上

る
。
こ
の
都
市
行
政
単
位
の
大
幅
な
増

加
が
都
市
人
口
比
率
の
増
加
に
寄
与
し

て
い
る
。
た
だ
し
、「
都
市
」
に
全
国

共
通
の
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

行
政
単
位
が
申
請
し
、
上
級
の
行
政
単

位
（
県
お
よ
び
省
）
が
承
認
す
れ
ば
、

都
市
の
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
中
心
部
以
外
は
ほ
と
ん
ど
農
村
の

景
観
の
ま
ま
「
都
市
」
も
数
多
く
存
在

す
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
統
計
デ
ー
タ
が
都
市

化
の
実
態
を
過
小
評
価
し
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
。
人
口
が
増
加
し
工
業
化
も

進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
村

の
ス
テ
ー
タ
ス
を
維
持
し
て
い
る
行
政

単
位
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。
工
業
化
が

進
む
首
都
ハ
ノ
イ
市
や
港
湾
都
市
ハ
イ

フ
ォ
ン
市
を
含
む
紅
河
デ
ル
タ
地
域
で

は
農
村
か
ら
都
市
へ
の
行
政
単
位
の
転

換
は
着
実
に
行
わ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇

〇
～
一
〇
年
の
間
に
「
社
」
が
九
七
単

位
減
少
す
る
と
と
も
に
「
坊
」「
市

鎮
」
が
一
二
七
増
加
し
て
い
る
。
一
方
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
含
む
東
南
部
で
は
、

紅
河
デ
ル
タ
地
域
以
上
に
人
口
増
も
工

業
化
も
著
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
社
」
の
数
が
四
〇
単
位
も
増
加
し
て

い
る（「
坊
」「
市
鎮
」は
七
三
単
位
増
加
）。

　

顕
著
な
例
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
東
隣

の
ビ
ン
ズ
オ
ン
省
で
あ
る
。
表
１
は
ビ

ン
ズ
オ
ン
省
の
な
か
で
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

と
隣
接
す
る
四
県
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。

こ
の
四
県
で
は
人
口
も
大
き
く
増
加
し
、

土
地
利
用
、
雇
用
、
生
産
額
の
い
ず
れ

で
み
て
も
産
業
の
中
心
が
農
業
か
ら
工

業
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
社
」

の
数
は
減
少
せ
ず
、
省
都
で
あ
る
ト
ゥ

ダ
ウ
モ
ッ
ト
市
以
外
は
「
坊
」「
市

鎮
」
の
数
も
増
加
し
て
い
な
い
（
表
１
）。
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●
拡
大
す
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
都
市
圏

　

近
年
の
も
う
ひ
と
つ
の
「
大
変
動
」

と
い
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
商
工
業

都
市
ホ
ー
チ
ミ
ン
へ
の
人
と
富
の
集
中

が
近
隣
省
へ
も
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
し
始

め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
か
ら
東
に
向
か
っ
て
工
業
団

地
や
住
宅
地
の
造
成
が
相
次
ぎ
、「
拡

大
ホ
ー
チ
ミ
ン
都
市
圏
」（
筆
者
に
よ

る
命
名
）
と
呼
べ
る
経
済
圏
が
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
地
域
の
人
口
の
動
き
を
み
る
と
、

一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
二
〇

年
の
間
に
、
全
国
の
総
人
口
に
占
め
る

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
人
口
の
割
合
は
六
・

一
％
か
ら
八
・
三
％
へ
と
二
％
ポ
イ
ン

ト
程
度
の
微
増
で
あ
っ
た
が
、
近
隣
三

省
（
ド
ン
ナ
イ
省
、
ビ
ン
ズ
オ
ン
省
、

バ
リ
ア=

ヴ
ン
タ
ウ
省
）
を
あ
わ
せ

た
「
拡
大
ホ
ー
チ
ミ
ン
都
市
圏
」
の
人

口
の
割
合
は
一
〇
・
二
％
か
ら
一
四
・

一
％
へ
と
約
四
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

こ
の
地
域
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
全
国
に
占

め
る
割
合
も
、
デ
ー
タ
が
入
手
で
き
た

一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の

一
二
年
間
に
二
六
・
一
％
か
ら
一
〇
％

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
三
六
・
一
％
を
占

め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
近
隣
省
で
は
、
現
在
の
拡
大

都
市
圏
の
人
口
や
経
済
の
集
中
度
が
さ

ら
に
高
く
な
る
余
地
も
、
そ
の
地
理
的

範
囲
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
余
地
も
残
さ

れ
て
い
る
。
県
（
省
の
下
の
行
政
単

位
）
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
で
分
析
す
れ
ば
、

メ
ガ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
の
「
拡
大

ホ
ー
チ
ミ
ン
都
市
圏
」
の
よ
り
詳
細
な

実
態
が
み
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
北
部
で
は
、
近
年
ハ
ノ
イ
市
近

郊
か
ら
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
に
か
け
て
、
国

道
沿
い
に
製
造
業
の
進
出
が
相
次
ぎ
、

「
拡
大
ハ
ノ
イ
都
市
圏
」
あ
る
い
は

「
ハ
ノ
イ
・
ハ
イ
フ
ォ
ン
工
業
ベ
ル

ト
」（
こ
ち
ら
も
筆
者
が
命
名
）
と
も

呼
べ
る
経
済
圏
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
省
レ
ベ
ル
で
の
人
口
セ
ン
サ

ス
結
果
で
は
、
こ
の
地
域
（
ハ
ノ
イ
市
、

フ
ン
イ
ェ
ン
省
、
ハ
イ
ズ
オ
ン
省
、
バ

ク
ニ
ン
省
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
）
に
そ
れ

ほ
ど
多
く
の
人
口
増
加
は
観
察
さ
れ
な

い
。
全
国
に
占
め
る
こ
の
五
省
・
市
の

人
口
比
率
は
一
九
八
九
年
の
一
三
・

〇
％
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
一
四
・
一
％

へ
と
微
増
し
た
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
要
因
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
た

め
に
は
、
こ
ち
ら
も
省
レ
ベ
ル
で
は
な

く
県
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
を
み
て
い
く
必

要
は
あ
る
が
、
こ
の
地
域
の
企
業
で
は

近
隣
農
村
か
ら
の
通
勤
型
の
労
働
者
が

主
流
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
出
稼
ぎ
に
よ
る
人
口
流
入
が
少
な

い
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
な
お
、
全
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占

め
る
こ
の
地
域
の
割
合
も
、
一
九
九
五

年
の
一
五
・
二
％
か
ら
二
〇
〇
七
年
の

一
七
・
八
％
へ
の
増
加
に
と
ど
ま
り
、

「
拡
大
ホ
ー
チ
ミ
ン
都
市
圏
」
ほ
ど
の

富
の
集
中
は
み
ら
れ
な
い
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
高
齢
化
と
都
市
化
（
あ

る
い
は
メ
ガ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
形
成
）
を
、

そ
の
規
模
は
と
も
か
く
、
東
ア
ジ
ア
の

他
国
以
上
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
経
験
し

て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
さ
か
た　

し
ょ
う
ぞ
う
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ

ル
ー
プ
）
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表１　ホーチミン市と接するビンズオン省４県の経済・社会データ

「社」の数 「坊」「市鎮」
の数 農村人口（人） 都市人口（人） 稲作用地 (ha) 工業部門労働者数

（人）
工業生産額

（VND: 実質額）

2001 2009 2001 2009 2005 2009 2005 2009 2001 2009 2001 2009 2001 2009

トゥダウモット市 5 3 5 9 29,836 35,629 148,231 189,275 1,580 89 27,940 31,223 1,226,027 2,638,930 

ベンカット県 14 14 1 1 118,958 160,424 25,643 34,185 5,776 1,056 7,360 69,712 514,548 11,327,052 

ジーアン県 5 6 1 1 159,336 225,272 47,926 73,976 736 117 50,743 162,185 4,484,775 27,401,051 

トゥアンアン県 8 8 2 2 198,494 303,857 49,958 78,639 1,437 117 55,317 240,789 5,137,794 38,589,075 

（出所）　ビンズオン省統計年鑑2007年、2009年版より筆者作成。


